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　九州看護福祉大学紀要第17巻をお届け致します。6編の投稿を頂き（原著論文2編、研究報

告2編、その他2編）、ここに発刊の運びとなりましたこと、紀要編集委員会としても大きな

喜びです。

　一連の編集作業の中、特に12名の査読者の方々には多くの時間と労を割いて頂きました。

賜りましたご尽力が投稿者本人に対しては勿論のこと、大学全体の研究推進へとつながって

いくものと信じております。ここに心より御礼申し上げる次第です。

　さて、本格化した少子化の波と周辺での医療系学科の増設という新たな波も加わった新年

を迎え、厳しい環境の下で我々は入学試験を始め2017年度の準備を粛々と行っているところ

です。教育カリキュラムの変革とそれに伴う教育内容のさらなる充実化、卓越した医療人の

育成、地域への医療分野を中心とした貢献など求められることが多い昨今ですが、要は我々

教員の資質向上が求められているわけです。学問的裏付けに基づいた思考を形成し、その結

果としての言動をどう表現するかを決定する要因の一つに、論文作成に繋がる多くの作業が

あると思います。問題・疑問点抽出に始まり、実験、データ解析、執筆、投稿、査読に基づ

いた修正、校正など一連の流れの中で、この紀要も大学活動に対して少なからず寄与してい

るのではとの思いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年2月2日

平成28年度紀要編集委員会 　　 委員長　　肥後　成美（リハビリテーション学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　緒方　妙子（看護学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　上妻　尚子（看護学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　李　　玄玉（社会福祉学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　山本　孝司（社会福祉学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　岡田　裕隆（リハビリテーション学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　内田　匠治（鍼灸スポーツ学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　藤原　愛子（口腔保健学科）

　　　　　　　　　　　　　　　委　員　　水﨑　幸一（基礎・教養教育研究センター）
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